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日記体小説のタイトルについて
──アンドレ・ジッドの場合──

小　坂　美　樹

　『アンドレ・ワルテルの手記』（1891），『パリュード』（1895），『田園交響楽』
（1919），そして『女の学校』（1929）。アンドレ・ジッドによる 4 作品の共通項
をタイトルから推測することはおそらくできない。発表年代も大きく隔たるこ
れらの作品は，作家の創作，特に形式面において重要な特徴を共有している。
いずれの物語も，主人公が書き進める日記によって語られているのだ。
　ジッド作品の大部分は，登場人物により 1 人称で語られる。「語り」の方法 
はさまざまではあるが，なかでも主人公の日記による語りの多用は，ジッド作
品の形式における顕著な特徴のひとつであろう。作品全体または一部で登場人
物の日記が「語り」をになう形式をジッドが偏愛したことは，その作品数の多
さからも明らかである 1）。日記による「語り」から生じる制約──書き手の単
一の視点からのみ語られること，基本的に時間軸に沿って日々進まなければな
らないことなど──を有効に活かしながら，ジッドはこの形式を文学生活の出
発点から晩年に至るまで用い続けた。その「執拗さ insistance」 2）はフランス
文学史においても際立っている。作家本人の長大な日記はもちろん，フィク
ションの日記を検討することは，ジッド文学の理解に不可欠であるのは間違い
ない 3）。
　ジッドの場合，作品全体が主人公の日記となっているものが，上記 4 作であ
る。いずれの作品も，タイトルからは 4 作品がすべて主人公による日記の形式
であることは分からない。唯一『アンドレ・ワルテルの手記』というタイトル
だけが，主人公が書く人物であることを示唆するが，手記（cahiers）の語から
はそれを日記とは断定できない。
　小説のタイトルについてジュネットはタイトル学（titrologie）の先行研究を
まとめるかたちで，その機能を「〔テクストの〕指名，内容の指示，読者の誘惑
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désignation, indication du contenu, séduction du public」 4）としている。また，
その種類についても大きく 2 種類──小説の内容を示すテーマ的（thématique）
タイトルと小説のジャンルや形式を示すレーマ的（rhématique）タイトル──
に分けている 5）。もちろん，実際のタイトルは，これらの要素を時に並存，時
に混合，あるいは欠如した形であらわれる。その組み合わせは多種多様である
が，日記体小説（小論では作品全体が登場人物による日記形式のものを指す）
を問題とする場合，そのタイトルは一定の制約を受けるのではないか。なぜな
ら，「形式上のミメーシス mimésis formelle」 6）である日記体小説には，実在し
た人物による日記という確固としたモデルがあるからだ。本物の日記に付され
るタイトルには，少数の例外をのぞき，すべて「日記 Journal」あるいはそれ
に準ずる表現，「回想録 Mémoires」などが用いられる 7）。ゆえに日記体小説に
おいても，そうしたレーマ的タイトルを模倣するのが本物らしい方法となる。
例えばジッドの同時代作品では，ミルボー『小間使いの日記』（1900），ベルナ
ノス『田舎司祭の日記』（1936）など。しかし同時に，フランス文学における日
記体小説の嚆矢とされるノディエ『ザルツブルクの画家』（1803）をはじめ， 
モーリヤック『蝮のからみあい』（1932），サルトル『嘔吐』（1938）といった
テーマ的タイトルも多数見られる。
　フランスの日記体小説を一覧すると，日記であることを示すタイトルと，示
さないタイトルがほぼ二分している。より正確には，日記であることを示すレー
マ的タイトルよりも内容を示すテーマ的タイトルの方がわずかに多い。さらに， 
日記と分かるタイトルであっても，たとえば先の例が示すように，タイトルに

「小間使い」や「田舎司祭」とあれば，そのタイトルはテーマ的でもある。日記
体小説に純粋なレーマ的タイトルはないと言ってもよいだろう。ノンフィク
ションの形式をもつ日記体小説は，すでにタイトルにおいて本物らしさを拒否
し，フィクションであることを宣言しているのである。したがって，日記体小
説においても，タイトルは「指名・指示」さらには「誘惑」の機能を果たさな
ければならない。3 番目の機能については，しばしば出版事情という非文学的
な要因が反映されるが，ここではあくまでタイトルを，作者による「読者の期
待のコントロール control of the reader’s expectations」 8）の場としてとらえ
考察を進めたい。
　日記体小説という，本来タイトルをつけない，あるいは文学的タイトルには
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なじまない作品におけるタイトルについて考えるにあたり，ジッドは興味深い
対象である。ジッドは，複数の日記体小説を著した数少ない作家の一人である
ため，同ジャンルの作品が比較検討できるからである。ジッドの日記体小説の
タイトルを発表順に検討し，そのありかたについてまとめることが小論の試み
である。

Ⅰ．『アンドレ・ワルテルの手記』 9）

　20 歳になるかならないかのジッドは，本作を「作家としての第一作目とは考
えられず，唯一の作品として，その先のことは何も想像できなかった」 10）。1930
年の再版の際，作家は自分の第一作について「当時の自分は書き方が分かって
いなかった」と厳しい評価をくだすものの，「そこにはすでに私のほとんどすべ
てが見い出せると言う人もいる」として，修正を加えることはなかった 11）。本
作には確かに，ジッドが文学人生を通して追求し，描き続けた多くの要素がす
でに含まれている。それは作品の形式においてもしかりで，第一作で採用され
た主人公の日記による語りは，その後も多用されることになる。

典型的なタイトル

　タイトルは明快である。作品を指名し，内容を指示するという機能において，
これ以上簡潔なタイトルもなかろう。若い作家にとって，本作は自分のすべて
をつぎ込んだ「世界中で最も重要な書物のひとつ」 12）であったが，その意気込
みに反して，タイトルはさほど目新しいものではない。読者の誘惑という点か
らは少々凡庸なタイトルと言えなくもない。日記体小説のタイトルを 5 種類に
分類したラウルに従えば，本タイトルは日記の書き手を固有名詞で示す第 1 の
タイプ 13）となる典型的なものにすぎない。しかしながらこのタイトルは簡潔な
だけに一層，それが含む 2 つの名詞，「手記」と「アンドレ・ワルテル」への注
目をうながす。

固有名詞

　フランス語の語順とは逆であるが，2 つの名詞のうち，より注意をひくのは
人名であろう。特に『アンドレ・ワルテルの手記』の初版表紙では，タイトル
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の下に「死後出版」とあり，作者名はない。さらに序文代わりに P. C. の署名
のある注記（Notice）が置かれる。このように作者名を隠蔽することで，より
一層アンドレ・ワルテルの名に焦点が当たることになる。
　アンドレ・ワルテルとは誰か。タイトルは，素朴ながらも必然的な疑問を喚
起する。『アンドレ・ワルテルの手記』以前に，ジッドはアンドレ・ワルテルの
筆名でいくつかの詩を雑誌に寄稿しているが，アンドレ・ワルテルの名が読者
一般に知られていたとは言えない。アンドレ・ワルテルは男性，おそらくはフ
ランス人であることは分かる。さらに初版以降，作者名が表紙に印刷されるよ
うになれば，その名が作者と同じであることも分かる。またワルテルの綴り字
からゲーテのウェルテルを連想することもできるだろう。ただ，タイトルの固
有名詞からくみとれる情報は多くない。
　フランスにおける日記体小説の例を見ても，日記の書き手である登場人物が
無名の存在である場合，固有名ではなく，その人物の属性，例えば「小間使い」
や「田舎司祭」といったものが示されることが多い。『アンドレ・ワルテルの手
記』も，したがって『文学青年の手記』とか『狂死した男の手記』といったタ
イトルのほうが，本文内容との結びつきが強くなり，読者の期待のコントロー
ルもより有効なものとなるはずだ。にもかかわらず，ジッドが『アンドレ・ワ
ルテルの手記』のタイトルにおいて属性を表す語に固有名詞を置き換えようと
した形跡はない。というのも，本作にはもうひとつ重要な固有名詞があり，そ
の二つの固有名詞の関係にこそ，ジッドが長い文学生活において追求した創作
方法の萌芽が見い出されるからである。
　もうひとつの固有名詞，それは「アラン」である。『アンドレ・ワルテルの手
記』において，主人公であり日記の書き手であるアンドレ・ワルテルは，孤独
のなか小説を書き進めている。その小説の主人公がアランであり，アランの名
はその作中作のタイトルでもある。『アンドレ・ワルテルの手記』は，アランと
いう名の男性を主人公とする小説『アラン』を描く（小説家志望の）アンドレ・
ワルテルの日記なのだ。
　アランの名は，1889 年 3 月の日記にあらわれる 14）。この作中作の主人公の名
は，アンドレ・ワルテルの名があらわれる前から，かなり長い間タイトルとし
ての価値を保っていた。当時親交の深かったピエール・ルイスへの手紙にも「ア
ラン＝アンドレ Allain-André」 15）と署名するほど思い入れの強い名前であった
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が，その約 3 週間後，同じくルイスへの書簡の署名はアンドレ・ワルテルとなっ
ている 16）。ちょうど同じころの日記にも，アンドレ・ワルテルの名とともに手
記の語が見られ，さらにルイス宛の書簡では，はっきりと『アンドレ・ワルテ
ルの手記』となってあらわれる 17）。以降も，アランの名は，作品名として使わ
れ続けたものの，最終的なタイトルとして選ばれたのはアンドレ・ワルテルで
あった。
　生成する作品が作者との間に及ぼしあう相互作用を「中心紋」として描くこ
とがジッドの文学人生を支配した強い動機のひとつであることを我々は知って
いる。ジッドの文学的頂点である『贋金つかいたち』は，「贋金つかいたち」と
いうタイトルの小説を書き進める作家エドゥアールの物語である。『アンドレ・
ワルテルの手記』にジッドのすべてが見い出されるのであれば，同作はしたがっ
て『アラン』である方がよいのかもしれない。しかし，この時点では，ジッド
は日記を書くワルテルの名をタイトルに掲げた。文学史的な慣習に従ったとも
言える 18）。『アンドレ・ワルテルの手記』には確かに，ジッドの「ほとんどす
べて」が見い出される。しかし，少なくともタイトルにおける 2 つの固有名詞
の選択を見る限り，この時点ではジッドはまだジッドになっていなかったので
ある。

手記（cahiers）

　タイトルにあるもうひとつの名詞 « cahiers » の語もまた見過ごせない。日記
体小説のタイトルのほぼ半数は『……の日記 Journal de …』である。先述の 
ようにそれに準ずる表現も少数ながら存在するが，参照したリストに限れば， 
ジッド以前に，そして以降も « cahier » の語を用いた作家はいない。一方，本
物の日記の場合は，« journal » が圧倒的多数ではあるものの，« carnet » や
« cahier » などの使用も散見する。しかし『アンドレ・ワルテルの手記』執筆時
にすでに発表されていた日記のなかに « cahier » の語は極めて稀である。ジッ
ドがフィクションとしての日記に « cahier » という語を使用したのは，独創的
なことだったのだ。
　しかしながら « cahier » の語は書かれたものであることは示せても，日記で
あることを必ずしも意味しない。あえて，日記（journal）ではなく，ノート

（cahier）という即物的な語を用い，さらにそれを複数形にすることで，その物
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質性は強調される 19）。『アンドレ・ワルテルの手記』以降も，ジッド作品には
日記を書く登場人物たちがしばしば登場するが，彼らが自分の日記を指すとき， 
最も多く用いる語が（« journal » や « carnet » ではなく）« cahier » であること
が，すでにここに見て取れる。もちろん，ここでは作中ワルテルが，自分の書
いているものを日記ではなくノートと呼んでいることを指しているのだが，従
来の日記あるいは日記体小説では用いられなかった « cahier » の語は，ワルテ
ルが小説『アラン』，すなわち « roman » あるいは « livre » ではなく，« cahier »

しか残せなかったことをも示す。本作のタイトルは，内容を正確に指示してい
るのと同時に，作者の主人公への皮肉が込められているのである。

Ⅱ．『パリュード』

　病 （結核） の苦しみと回復，そしてアルジェリアでの性愛の解放を経験し，「蘇 
生した人間の秘密」 20）とともに帰国したジッドにとって，当時のパリの息詰ま
るような雰囲気は耐え難いものであった。自らの出発点でもある文学サロンを
諷刺的に描いた『パリュード』。この奇妙なタイトルについて「それは何だい？」

［RR1, 261］と物語冒頭で語り手に対して発せられる質問は，タイトルを見た
読者の頭に浮かぶ疑問そのものである。

謎のタイトル，作中での繰り返し

　『サラジーヌ』についてのロラン・バルトの一文はそのまま『パリュード』に
も当てはまる──

タイトルが問いを喚起する。「サラジーヌとはいったい何なのか。」普通名詞か。固有
名詞か。物か。男か。女か。この疑問に対して，ずっと後で，サラジーヌという名の
彫刻家の伝記によって，ようやく答えが与えられることになる。 21）

　「サラジーヌ」ほどではないにしても，「パリュード」は一般的な名詞ではな
い。その 「意味の確定しがたさ indétermination du sens」 22）は読者を戸惑わせ
る。しかしながら，タイトルが喚起した謎の答えは，『サラジーヌ』とは異な
り，『パリュード』では即座に与えられる。語り手が発する第一声が「僕はパ
リュード（Paludes）を書いている」［RR1, 261］なのだ。この一文は作中の異
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なった状況のなかで実に 7 回も繰り返される。「パリュード」は語り手が書き進
めている小説のタイトルであること，またそれはティティルという名の主人公
の日記であることもすぐに示される。しかし内容については，「パリュード，そ
れは〔…〕という話だ」［RR1, 261 et passim］と語り手が相手と表現を変えて 
9 回も説明するにもかかわらず，一向に周囲の人々に理解されない。「パリュー
ド」の語は作中で，語り手はもちろん，他の人物たちの口からも幾度となく発
せられる。読者は意味の分からないまま，ひたすらに「パリュード」の語の繰
り返しに付き合うことになる。そして突如『パリュード』は完成し，「僕はポル
デール（Polders）を書いている」［RR1, 313］の一文で物語は終わる。「パ
リュード」が過剰なまでに繰り返されたのは，最後の言葉遊びをより効果的に
するためであった。

副 題

　ジッド作品には副題を持つものがある。日記体小説である 4 作では，『パ
リュード』のみ，初版において『偶然性についての論 Traité de la contingence』
という副題がつけられていたが，当初よりこれが副題であったわけではない。
これは，『パリュード』の出版に先立つ 1891 年刊行の『ナルシス論』で予告さ
れ，本題となりえるものだった 23）。実際に 1893 年の『ユリアンの旅』のなか
で，このタイトルはエリスが読む本として用いられている 24）。もうひとつ，「ア
ンジェールあるいは小旅行」というタイトルが日記に記されるが，こちらは最
終的に章題のひとつとなった 25）。「パリュード」の名があらわれるのは，よう
やく 1894 年 8 月のことである 26）。以降，秋から冬にかけて集中的に執筆が行
われ，「パリュード」は最初に予告されたタイトルに取って代わった。『パリュー
ド』の副題にある « traité » は，この時期のいくつかのジッド作品に用いられ
ている 27）。ところが，他作品における「……論」という副題が，本題と接続詞
« ou » で結ばれ，本題を並列的に説明するのに対して，『パリュード』と『偶然
性についての論』は接続詞で結びついておらず，またこの副題は，本題と同じ
表紙ではなく，仮扉に印刷される。ジャンルを表示し本題を説明するという点
では，他と同じ役割をにないながらも，『パリュード』の副題は初版以降消え
る。ジッドが『パリュード』を「ソチ」と分類したのは後のことだが，執筆時
すでにジッドは本作を，当時多用していた「論」というジャンルには属さない
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と考えていたことのあらわれでもあるだろう。『パリュード』という本題が説明
的な副題から切り離されることで，「パリュード」の語は謎のまま提示される。
読者と登場人物が一体化する「パリュードって何だい？」の問いかけが一層生
きてくるのは確かである。

名のない書き手，生成する作品

　主人公による日記という形式は『アンドレ・ワルテルの手記』と同じだが， 
『パリュード』というタイトルはそれが日記であることを示さないばかりか，誰
が書いたのかについての指示もまったくない。というのも，そもそも本作の語
り手には固有名詞が与えられていないのだ。「僕はパリュードを書いている」の
繰り返しによって，語り手の「執筆者」としての機能ばかりが強調され，結果
としてその書いている作品『パリュード』が前面に出る。そのためには，作者
名はむしろ邪魔になる。『アンドレ・ワルテルの手記』では，作者名アンドレ・
ワルテルと作品名アランが競合していたが，作者名がない『パリュード』では
こうした競合は起こらない。日記の書き手が名前をもたないことによってその
作品が前面に出ること，結果として作中作のタイトルが，その生成を描く作品
タイトルとなること。ジッドの「中心紋」的タイトルがここに確立するので
ある。
　『パリュード』は「笑い」 28）のための作品である。そのことについてベルトラ
ンは，タイトルに -lude（遊び ludique）が含まれると同時に，音としては
pa（s）-ludes と否定されている点を指摘している 29）。奇妙なタイトルは，生成
中の作中作のみでなく，本作の複雑な内容をも指示しているのである。

Ⅲ．『田園交響楽』

　1918 年，戦争という社会的危機，友人の改宗や自らの信仰にかかわる精神的
危機，心身一致で愛することのできる存在とそれに伴う妻との断絶といった個
人的危機などの困難な状況のもとで，本作の執筆は行われた 30）。実際の執筆に
先立つアイデアは相当の時間を遡る。すでに 1893 年，作品のアイデアを友人の
ポール＝アルベール・ローランスに話しており，またディケンズの『炉辺のこ
おろぎ』を読んだのも同年のことである。盲目の少女の教育というテーマがジッ
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ドのなかで少しずつ育っていく。1910 年の日記から分かるように，そうしたア
イデアはまさに『盲人 L’Aveugle』のタイトルのもとに集約されていた 31）。こ
の直接的なタイトルは執筆が始まってからも引き続き用いられる。« aveugle »

のみでは性別は不明だが，草稿に『盲の娘 La jeune aveugle』のタイトルがあ
ることから，目が見えないのは若い女性である。タイトルが物語の主人公を掲
げるとは限らないが，必然的にその人物に焦点が当たる。そのため読者は，主
要人物の一人が盲目の少女であるという予断をもって本文へと進む。
　たしかに本作は，盲目の娘ジェルトリュードの物語である。しかし彼女の物
語は，彼女を引き取り育てる牧師によって日記のなかで語られる。本作にもし， 
日記体小説の慣例にならって簡潔なタイトルをつけるとすれば，「牧師の日記」
であろうか。『アンドレ・ワルテルの手記』のタイトルは，直接的に語り手すな
わち日記の書き手を示し，『パリュード』は，作中作のタイトルから間接的に書
き手の存在を示す。前 2 作の日記体小説では，タイトルにより日記の書き手側
に焦点が当たっていた。この傾向から，『盲人』は最終的なタイトルにならない
と類推できるが，はたして，このヒロインを指すタイトルは執筆の途中で変更
された。ジッドが最終的に選んだタイトルは，ヒロインから離れただけではな
く，日記であることを示すこともなく，さらには文学からも遠ざかったベートー
ヴェンの楽曲と同じものであった。1918 年 5 月 17 日の日記に「第 1 部をほぼ
書き終えた」とある作品『盲人』は，同年 6 月 8 日の時点では『田園交響楽』
となっている 32）。約 3 週間の間にタイトルが変更されたわけだが，その理由に
ついてジッドは特に言及していない。

ベートーヴェン

　ベートーヴェンの交響曲第 6 番ヘ長調作品 68 番，原題はドイツ語で « Pasto-
rale »。ジッドがこの曲に特別な愛着をもっていたという証言は見当たらない
が，その美しさは認めていたようだ 33）。また 1938 年 4 月 10 日の日記の記述が
示すように，頭のなかに無意識にあらわれるほど親しんだ曲であったことも推
測できる 34）。
　『アンドレ・ワルテルの手記』『パリュード』ともに，タイトルに用いられた
語は作中何度も繰り返され，タイトルは本文と単語のレベルでも強く結びつい
ていた。一方『田園交響楽』では，タイトルの語は一度しか本文中にあらわれ
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ない。第 1 部後半，牧師はジェルトリュードを連れていったコンサートについ
て日記に記す。まさにそこで演奏されたのが『田園交響楽』［RR2, 19］。演奏
そのものへの具体的な記述はないが，感動して恍惚となったジェルトリュード
の様子を描くことで演奏のすばらしさが示される。
　たしかに美しい曲である。帰路ジェルトリュードは牧師に「あなたの見てい
るものは，ほんとうにあの〔小川のほとりの景色〕のように美しいのか」［RR2,  
20］と尋ねる。牧師は答えに詰まり，その時の思いを記す──

私は考え込んでしまった。あのえも言えぬ心地よい調べが描いているのは，ありのま
まの世界ではなく，悪や罪がなければ，そうありえたであろう世界，そうありえるで
あろう世界なのだ。私はまだ，ジェルトリュードに悪や罪や死についてあえて話した
ことがなかった。［RR2, 20］

第 2 楽章がジェルトリュードに喚起したであろう美しいイメージは，牧師の教
育によって作り上げられた悪も罪もない，しかし幻想でしかない世界である。
コンサートの後，ジェルトリュードは「自分はこのシンフォニーのなかで調子
外れなのではないか」［RR2, 21］とつぶやく。作られた幻の世界と現実との齟
齬にジェルトリュードが気づき始める重要な場面に，この曲は用いられるので
ある。

タイトルの変化

　タイトル変更の理由はそれだけではない。このタイトルは，ジェルトリュー
ドから離れると同時に，日記の書き手をはっきりと名指しているのだ。クロー
ド・マルタンが指摘したように，田園（pastoral）と牧師（Pasteur）の二重性
は明らかであろう。「田園」交響楽は，「牧師」のシンフォニーなのだ 35）。日記
の書き手である牧師は，（『パリュード』の語り手と同様）作中一度も名前を呼
ばれていない。ジェルトリュードが繰り返す「牧師さま Pasteur」の語りかけ
は，日記の書き手とタイトルの結びつきを十分以上に定着させる。ジェルト
リュードがまだ牧師に話しかける前から，牧師は家族に言ったではないか。「迷
える子羊をつれてきた」［RR2, 7］。パストラルの舞台はすでにジェルトリュー
ドを引き取ったときから整っていたのだ。
　田園と牧師が重なったように，日記という一人語りを，「交響楽」の語に重ね
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ることにも作者の強い皮肉を感じ取ることができるだろう。牧師の日記は（他
の日記形式の作品同様），日記としては不自然なまでに直接話法が多用される。
牧師の日記には，牧師の声だけではなく，ジェルトリュードをはじめ，妻アメ
リー，息子ジャックなどの声が同時に響いている。牧師の交響楽はしかしなが
ら，ジェルトリュードの死によって破たんする。ベートーヴェンは晩年，聴力
を失った。『田園交響楽』は牧師の精神的盲目の物語と解釈されることが多い
が，実は牧師は「見えなかった」のではなく，周囲の声が「聞こえなった」こ
とまでもタイトルは含むのかもしれない。『田園交響楽』のタイトルは，『盲人』
あるいは『盲の娘』に比べて，一見，物語と離れるようで，実は日記の書き手
の名を刻み込み，その交響楽が不協和音に満ちたものであることを皮肉でもっ
て示すのである。

Ⅳ．『女の学校』

　ジッド作品の語り手の大半が，作者自身と属性を共有する男性であるなかで， 
本作の語り手エヴリーヌは数少ない例外である。彼女は愛を信じて結婚したも
のの，次第に夫の偽善に満ちた言動に失望し，その心情の変化を日記に書き綴
る。この作品を呼ぶとすれば，「エヴリーヌの日記」あるいは「一人の女の日
記」 36）となるだろう。
　作品のテーマそのものは，他のジッド作品同様長い期間にわたって温められ
てきた。実際の執筆は 1927 年初頭から始まるが，その時にはまだタイトルはな
く，ジッドは書き始めた作品を「新作 un nouveau roman」 37），「小品 mon petit
roman」 38）などと呼んでいる。タイトルがあらわれたのは，1928 年の 3 月ごろ
である 39）。

モリエール

　音楽／文学と別分野であるため，ベートーヴェンの『田園交響楽』とジッド
のそれを取り違えることがないように，『女の学校』も，表紙に作者名がある限
り，ジッドとモリエールを混同することはない。「間タイトル性 intertitula‑
rité」 40）の観点からは，ひとつの作品が他作品のタイトルを引用することは特別
なことではないが，ジッドの場合，その方法は「文字通り」 41）である。読者は
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ただちにモリエールの喜劇を参照対象とし，小説のテーマが結婚にあることを
期待する。結婚が本作のテーマであることはまちがいないが，このタイトルは，
一人の女性の日記であることを示さないばかりでなく，悲劇的な結末をむかえ
る内容とも一致しない。この直接的なタイトルに対して，ロジェ・マルタン・
デュ・ガールが「野心的すぎる bien ambitieux」 42）と危惧を抱くのも理解で
きる。

前 3作との違い

　タイトルが本文の要旨である必要はないので，タイトルと内容の不一致自体
は問題にならないが，本作のタイトルのありかたは，前 3 作と質的に異なって
いる。前 3 作では，タイトルにあらわれた語が，多寡はあるものの，本文に繰
り返しあらわれるのに対し，エヴリーヌの日記に『女の学校』の文字は見当た
らない。たしかに，タイトルにある « femmes » の語は幾度も本文で用いられ
ている。それが時に単数で，日記の書き手であるエヴリーヌを指し，彼女の

「妻」としての役割を強調することもあるが，複数形のタイトルは，むしろ一般
論として提示され，エヴリーヌのみに焦点を当てているわけではない。前 3 作
のタイトルが何らかの形で日記の書き手一人を示していたことと比べると，『女
の学校』のタイトルは，その指示方法が少し弱いと言わざるをえない。こうし
た違いをジッド自身感じていたのであろうか。本タイトルについては，ジッド
は作者として今までにない対応をしている。作品を名づける責任を登場人物に
負わせているのだ。
　『女の学校』では，本文（エヴリーヌの日記）の前に，彼女の娘ジュヌヴィ
エーヴからジッド宛の体裁をとった手紙が序文のような形で置かれる。そこで
ジュヌヴィエーヴは母親の日記について説明し，自分が行ったことについて述
べる──

固有名詞だけは変更いたしました。母の日記が若い女性たちにとって多少なりとも意
味があると思われましたら，どうぞ出版なさってください。その場合，もしモリエー
ルと同じ題をつけることがいちじるしく慎みを欠くわけではないとご判断いただけれ
ば，『女の学校』という題がよろしいのではと思われます。［RR2, 585］

母親の日記を女性たちへの教訓としてとらえているジュヌヴィエーヴの思いを
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示すことで，タイトルと内容の不一致に対する読者が抱くであろう不満をあら
かじめ回収し，タイトルをいわば正当化するのである。
　『女の学校』はその後，三部作へと広がっていった。この事実は，本作のタ 
イトルが，前 3 作品と異なっていることと関係しているかもしれない。三部作
となったひとつの大きな物語のなかでは，本作は全編日記形式の日記体小説で
はなくなり，他の 3 作とはジャンルが異なってしまうからだ。『女の学校』は初
めから三部作として構想されたわけではないが，タイトルそのものが作品を広
げるきっかけのひとつとなったのではないか。ジッド自身，三部作の最後とな
る『ジュヌヴィエーヴあるいは未完の告白』をはじめは『ジュヌヴィエーヴあ
るいは新・女の学校 Geneviève ou la Nouvelle École des femmes』と呼んで
いた 43）。「野心的」なタイトルは，無意識のうちにジッドのなかにあった一人
の視点からのみ語られる日記にとどまらない広がりを持った作品を指示してい
ると考えられる。

結　　語

　ジッドの日記体小説 4 作品のタイトルについてそれぞれ検討してきた。作品
を追うごとに，タイトルと本文との結びつきが単語レベルでは減っていくこと
が分かった。しかしそれはタイトルと本文が乖離していくのではない。その結
びつきが直接的なものから，間接的になることで，読者は作品に対してより強
い「協同 collaboration」 44）を求められる。また多くの場合，タイトルには皮肉
が込められているのも特徴的である。ただし，その皮肉はタイトルだけでは分
からない。あくまで本文を読んだ後に感じられることだ。つまり，ジッドの日
記体小説のタイトルは，本文に先立つ位置において，まず何らかの意味をもっ
て作品を指示し，本文読了後，その本文から新たな意味を付与される。タイト
ルは本文と二重に結びついているのだ。こうしたタイトルのありかたが，日記
体小説に限らず，ジッド作品全体についても同様なのか，また他作家による日
記体小説とはどのように違うのかなど，さらなる検討が必要なのは言うまでも
ないが，ジッドの 4 つの日記体小説においては，タイトルというごく短いテク
ストも，多くのことを語っているのである。
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